
がんばってますがんばってます
三浦 健太郎三浦 健太郎さんさん

十人十色十人十色
佐藤 香子佐藤 香子さんさん

わが家のアイドルわが家のアイドル
中村 天奏中村 天奏ちゃんちゃん
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今月の表紙今月の表紙
３月14日、田野畑中卒業式。28人の卒業生が思い出３月14日、田野畑中卒業式。28人の卒業生が思い出
の学びやを巣立ち、新たなステージへと旅立ちましたの学びやを巣立ち、新たなステージへと旅立ちました

（関連記事は2、3ページ）。（関連記事は2、3ページ）。

巣
立
ち
の
時
―



Congratulations 
on your 

graduation!

卒業・卒園おめでとう

卒業・卒園
祝

　
田
野
畑
中
（
佐
々
木
敏と
し
之ゆ
き
校
長
・
生
徒
80
人
）
と
田
野

畑
小
（
山
下
一か
ず

幸ゆ
き

校
長
・
児
童
１
３
１
人
）
の
卒
業
式
、

た
の
は
た
児
童
館
（
横
田
千ち

穂ほ

子こ

館
長
・
園
児
11
人
）
と

若
桐
保
育
園
（
中
里
幸さ
ち
子こ

園
長
・
園
児
55
人
）
の
卒
園
式

が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。

広報 たのはた　2023・４3

サ
ク
ラ
咲
け

学
び
や
を
巣
立
つ
君
た
ち
に

田
野
畑
小
学
校
（
17
日
・
卒
業
生
23
人
）

若
桐
保
育
園
（
18
日
・
卒
園
児
15
人
）

たのはた児童館（16日・卒園児４人）

田野畑中学校（14日・卒業生28人）

君たちの進む未来は希望に満ちあふれている
これから先　どんな困難が待ち受けていても
自分を信じて　仲間を信じて　歩んでいこう

学びやを巣立つ君たちの
新たなステージでの活躍を願って―
卒業　卒園　おめでとう
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熊
谷
熊
谷  

新新あ
ら
あ
ら

汰汰たた
く
ん
（
尾
肝
要
）

く
ん
（
尾
肝
要
）

齋
藤
齋
藤  

結結ゆ
の
ゆ
の

愛愛ああ
ち
ゃ
ん
（
島
越
）

ち
ゃ
ん
（
島
越
）

熊
谷
熊
谷  

新新し
ん
し
ん

斗斗とと
く
ん
（
浜
岩
泉
）

く
ん
（
浜
岩
泉
）

佐
々
木

佐
々
木  

奏奏か
な
で

か
な
でく

ん
（
尾
肝
要
）

く
ん
（
尾
肝
要
）

長
尾
長
尾  

裕裕ゆ
う
ゆ
う

翔翔とと
く
ん
（
島
越
）

く
ん
（
島
越
）

佐
藤
佐
藤  

結結ゆゆ

月月づ
き
づ
き

ち
ゃ
ん
（
切
牛
）

ち
ゃ
ん
（
切
牛
）

畠
山
畠
山  

莉莉れ
い
れ
い

愛愛ああ
ち
ゃ
ん
（
羅
賀
）

ち
ゃ
ん
（
羅
賀
）

町
平
町
平  

璃璃りり

音音とと
ち
ゃ
ん
（
菅
窪
）

ち
ゃ
ん
（
菅
窪
）

畠
山
畠
山  

鈴鈴れれ

梛梛なな
ち
ゃ
ん
（
菅
窪
）

ち
ゃ
ん
（
菅
窪
）

山
根
山
根  
千千せ

ん
せ
ん

寿寿じ
ゅ
じ
ゅ

く
ん
（
羅
賀
）

く
ん
（
羅
賀
）

和
山
和
山  

楓楓ふ
う
ふ
う
奈奈なな
ち
ゃ
ん
（
大
芦
）

ち
ゃ
ん
（
大
芦
）

山
根
山
根  

想想そ
う
そ
う

貴貴きき
く
ん
（
羅
賀
）

く
ん
（
羅
賀
）

工
藤
工
藤  

潤潤じ
ゅ
ん

じ
ゅ
ん貴貴きき

く
ん
（
西
和
野
）

く
ん
（
西
和
野
）

川
畑
川
畑  

瑛瑛え
ー
え
ー

栖栖すす
く
ん
（
羅
賀
）

く
ん
（
羅
賀
）

工
藤
工
藤  

彩彩ささ

代代よよ
ち
ゃ
ん
（
菅
窪
）

ち
ゃ
ん
（
菅
窪
）

奥
地
奥
地  

希希きき

月月づ
き
づ
き

く
ん
（
菅
窪
）

く
ん
（
菅
窪
）

金
澤
金
澤  

優優ゆゆ

空空ああ
ち
ゃ
ん
（
島
越
）

ち
ゃ
ん
（
島
越
）

阿
部
阿
部  

も
も
か

も
も
か
ち
ゃ
ん
（
和
野
）

ち
ゃ
ん
（
和
野
）

阿
部
阿
部  

幸幸ゆ
き
ゆ
き

音音ねね
ち
ゃ
ん
（
島
越
）

ち
ゃ
ん
（
島
越
）

こ
の
春
、
田
野
畑
小
学
校
へ
入
学
す
る
新
１
年
生
は
19
人
。

こ
れ
か
ら
始
ま
る
楽
し
い
小
学
校
生
活
。

希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
、
入
学
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
み
ん
な
に

将
来
の
夢
を
書
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。

「
お
お
き
く
な
っ
た
ら
な
に
に
な
り
た
い
？
」

夢夢に向かってに向かって

もうすぐ１年生

大空大空へ羽ばたけ！へ羽ばたけ！



表彰式に出席した受賞者と来賓の皆さん

　
村
は
２
月
20
日
、
令
和
４
年
度
村
勢

功
労
者
表
彰
式
を
ホ
テ
ル
羅
賀
荘
で
開

催
。
村
勢
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
14
人

の
皆
さ
ん
の
長
年
の
功
績
を
た
た
え
ま

し
た
。

　
佐
々
木
靖
村
長
は
「
各
分
野
で
優
れ

た
功
績
を
残
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
労
苦
は
、

村
民
の
模
範
と
な
る
も
の
だ
。
村
民
と

共
に
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
す

る
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
受
賞
者
を
代
表
し
て
畠
山
保や
す
幸ゆ
き
さ
ん

は
「
こ
の
よ
う
な
式
を
開
催
し
て
い
た

だ
き
と
て
も
あ
り
が
た
い
。
皆
さ
ん
の

お
か
げ
で
消
防
団
員
と
し
て
42
年
間
務

め
る
こ
と
が
で
き
た
。
間
も
な
く
東
日

本
大
震
災
か
ら
12
年
を
迎
え
る
。
二
度

と
同
じ
よ
う
な
被
害
を
出
さ
な
い
た
め

に
、
後
世
に
語
り
継
い
で
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
か
ら
も
村
の
防
災

の
た
め
に
後
方
か
ら
支
え
て
い
き
た

い
」
と
感
謝
と
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

62023・４　広報 たのはた

熊谷 源
げ ん

一
い ち

さ
ん

（田代・70歳）

自治功労者
　
平
成
11
年
か
ら
令
和
２
年
ま
で
農
業

委
員
を
務
め
ら
れ
、
農
業
振
興
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

故 道合 勇
ゆ う

一
い ち

さ
ん

（明戸・享年81歳）

民生功労者
　

平
成
７
年
か
ら
28
年
ま
で
民
生
委
員

お
よ
び
児
童
委
員
を
務
め
ら
れ
、
本
村

の
地
域
福
祉
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。泉山 君

き み

子
こ

さ
ん

（菅窪・73歳）

民生功労者
　
平
成
19
年
か
ら
令
和
４
年
ま
で
民
生

委
員
お
よ
び
児
童
委
員
を
務
め
ら
れ
、

本
村
の
地
域
福
祉
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

工藤 美
み

保
ほ

子
こ

さ
ん

（島越・67歳）

統計功労者
　
平
成
２
年
か
ら
26
年
ま
で
統
計
調
査

員
を
務
め
ら
れ
、
本
村
の
統
計
思
想
の

普
及
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

奥地 キミ子
こ

さ
ん

（菅窪・73歳）

民生功労者
　
平
成
19
年
か
ら
令
和
４
年
ま
で
民
生

委
員
お
よ
び
児
童
委
員
を
務
め
ら
れ
、

本
村
の
地
域
福
祉
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

佐々木 茂
しげる

さ
ん

（切牛・70歳）

治安功労者
　

昭
和
56
年
か
ら
平
成
29
年
ま
で
消
防

団
員
と
し
て
消
防
防
災
業
務
に
精
励
し
、

生
命
財
産
の
保
護
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

秋田 秀
ひ で

昭
あ き

さ
ん

（沼袋・70歳）

治安功労者
　

昭
和
53
年
か
ら
平
成
29
年
ま
で
消
防

団
員
と
し
て
消
防
防
災
業
務
に
精
励
し
、

生
命
財
産
の
保
護
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

畠山 保
や す

幸
ゆ き

さ
ん

（田野畑・70歳）

治安功労者
　
昭
和
50
年
か
ら
平
成
29
年
ま
で
消
防

団
員
と
し
て
消
防
防
災
業
務
に
精
励
し
、

生
命
財
産
の
保
護
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

中嶋 恭
きょう

一
い ち

さ
ん

（羅賀・69歳）

治安功労者
　
昭
和
56
年
か
ら
平
成
29
年
ま
で
消
防

団
員
と
し
て
消
防
防
災
業
務
に
精
励
し
、

生
命
財
産
の
保
護
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

佐々木 哲
て つ

夫
お

さ
ん

（巣合・72歳）

治安功労者
　

昭
和
50
年
か
ら
平
成
30
年
ま
で
消
防

団
員
と
し
て
消
防
防
災
業
務
に
精
励
し
、

生
命
財
産
の
保
護
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

畠山 広
ひ ろ

光
み つ

さ
ん

（真木沢・61歳）

治安功労者
　
昭
和
63
年
か
ら
令
和
３
年
ま
で
消
防

団
員
と
し
て
消
防
防
災
業
務
に
精
励
し
、

生
命
財
産
の
保
護
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

佐々木 仁
ひ と

志
し

さ
ん

（北山・69歳）

自治功労者
　
平
成
11
年
か
ら
令
和
２
年
ま
で
農
業

委
員
を
務
め
ら
れ
、
農
業
振
興
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

松嶋 一
か ず

男
お

さ
ん

（七滝・90歳）

自治功労者
　

平
成
８
年
か
ら
29
年
ま
で
農
業
委
員

を
務
め
ら
れ
、
本
村
の
農
業
振
興
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

熊谷 喜
き

枝
え

子
こ

さ
ん

（浜岩泉・71歳）

民生功労者
　

平
成
19
年
か
ら
令
和
４
年
ま
で
民
生

委
員
お
よ
び
児
童
委
員
を
務
め
ら
れ
、

本
村
の
地
域
福
祉
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
村
勢
功
労
者
表
彰
式

村
勢
の
発
展
に
尽
力

長
年
の
功
績
を
た
た
え
表
彰



 

は
じ
め
に

　
本
日
こ
こ
に
、
令
和
５
年
第
２
回
田
野
畑
村

議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
令
和
５
年
度
当
初

予
算
案
や
村
政
の
重
要
案
件
を
ご
審
議
い
た
だ

く
に
当
た
り
、
村
政
運
営
に
取
り
組
む
施
策
に

つ
い
て
所
信
の
一
端
を
申
し
述
べ
、
議
員
各
位

を
は
じ
め
村
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
間
も
な
く
12
年
が
過
ぎ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
あ
ら
た
め
て
、

大
震
災
で
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
に
深
く
哀
悼

の
意
を
表
し
ま
す
。
震
災
復
興
に
当
た
り
、
村

で
は
「
心
を
ひ
と
つ
に
未
来
に
向
け
た
復
興
」

を
目
標
に
掲
げ
、
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
引
き
続
き
、
村
民
一
丸
と
な
り
、
む
ら

づ
く
り
に
ま
い
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
２
年
に
確
認
さ
れ
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
全
世
界
に
感
染
拡
大

し
、
医
療
や
経
済
を
は
じ
め
、
人
々
の
生
活
に

大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
は
、
本
村
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、
今

も
な
お
、
制
約
の
あ
る
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
令
和
５
年
度
は
、
村
長
就

任
以
来
、
２
回
目
の
当
初
予
算
編
成
と
な
り
ま

す
。
村
民
の
皆
さ
ま
に
公
約
と
し
て
掲
げ
た
政

策
を
着
実
に
実
現
す
る
た
め
、
総
合
計
画
に

沿
っ
た
各
種
施
策
を
展
開
し
、
計
画
の
基
本
理

念
で
あ
る
「
参
加
・
協
働
・
創
造
」
に
よ
る
持

続
可
能
な
む
ら
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
令
和
５
年
第
２
回
村
議
会
定
例
会
が
２
月
28
日

に
開
会
し
ま
し
た
。

　
村
づ
く
り
の
方
向
性
や
新
年
度
の
主
要
事
業
な

ど
、
佐
々
木
靖
村
長
が
行
っ
た
施
政
方
針
の
内
容

を
お
伝
え
し
ま
す
。

村民一人一人の声を大切に
村民総参加のもとに
政策を立案、実行する

施 政 方 針令和５年度

村政運営

１
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
対
策

よ
び
卒
業
祝
金
支
給
事
業
、
修
学
旅
行
費
用
の

一
部
助
成
、
児
童
生
徒
の
学
校
給
食
費
保
護
者

負
担
金
の
無
償
化
を
継
続
す
る
ほ
か
、
小
中
学

校
の
休
日
に
お
け
る
課
外
活
動
や
部
活
動
に
対

応
す
る
総
合
バ
ス
の
運
行
な
ど
、
保
護
者
の
負

担
軽
減
を
進
め
ま
す
。

　
出
生
か
ら
高
校
生
ま
で
の
医
療
費
助
成
、
エ

ン
ゼ
ル
祝
い
金
の
支
給
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
の
無
料
接
種
な
ど
の
事
業
も
継
続
し
ま

す
。

　
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
切
れ
目
の
な
い

支
援
を
行
う
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」
に
お
い
て
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓
口

に
よ
る
、
出
産
前
後
の
母
子
へ
の
心
身
の
サ

ポ
ー
ト
を
図
り
ま
す
。

　
子
育
て
に
役
立
つ
情
報
を
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
で

発
信
す
る
な
ど
、
子
育
て
真
っ
最
中
の
保
護
者

の
方
、
村
の
子
育
て
情
報
を
知
り
た
い
方
が
気

軽
に
相
談
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

す
。

子育て環境の充実に努めます

　
人
口
減
少
は
、
現
在
、
将
来
を
問
わ
ず
、
村

民
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
懸
念
が
あ
り
ま
す
。
全
国
的
に
人
口
減

少
が
進
行
し
て
い
く
中
、「
い
か
に
人
口
減
少

の
ス
ピ
ー
ド
や
人
口
減
少
に
よ
る
悪
影
響
を
抑

え
ら
れ
る
か
」
と
い
う
観
点
で
鋭
意
探
求
し
、

取
り
組
み
ま
す
。

　
村
で
は
、
保
育
料
の
無
料
化
や
医
療
費
助
成

制
度
の
拡
充
な
ど
、
他
の
自
治
体
に
先
行
し
て

子
育
て
環
境
の
充
実
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
平
成
30
年
度
か
ら
年
間
の
出
生
数

が
10
人
前
後
で
推
移
し
て
お
り
、
少
子
化
に
歯

止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
結

婚
か
ら
出
産
、
そ
し
て
、
子
育
て
環
境
を
さ
ら

に
充
実
さ
せ
、
子
育
て
や
教
育
に
係
る
費
用
助

成
の
維
持
・
強
化
、
保
育
環
境
や
小
中
学
校
の

学
習
環
境
の
改
善
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
世
代
へ
の
経
済
的
な
支
援
策
と
し
て
、

育
英
奨
学
資
金
貸
付
事
業
、
義
務
教
育
入
学
お

村
政
運
営
の
四
つ
の
柱
令
和
５
年
度
の
村
政
運
営
は
、
四
つ
の
柱
を

中
心
と
し
て
、
各
種
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

令
和
５
年
度

令
和
５
年
度　
施
政
方
針

　
施
政
方
針

広報 たのはた　2023・４9 82023・４　広報 たのはた



広報 たのはた　2023・４11 102023・４　広報 たのはた

施 政 方 針令和５年度

　
高
齢
者
福
祉
対
策
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
生
活
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
保
健
事

業
と
一
体
的
な
施
策
の
展
開
が
必
要
で
す
。「
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
お
い
て
、
引
き
続

き
、
き
め
細
や
か
な
要
介
護
支
援
者
な
ど
の
支

援
を
行
い
ま
す
。

　
教
育
面
に
お
い
て
は
、
小
中
連
携
教
育
を
通

し
て
、
心
身
の
成
長
や
学
び
の
連
続
性
の
確
保

な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
コ

ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
多
様
な
学
習
機
会
の
不
足
が

否
め
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
も
芸
術
に
触
れ
る
機
会
の
創
出
の
た
め

「
岩
手
県
青
少
年
劇
場
」
を
開
催
し
、
子
ど
も

た
ち
の
情
操
教
育
の
機
会
確
保
に
努
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
諸
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
田
野
畑

村
総
合
教
育
会
議
を
通
じ
て
教
育
委
員
会
や
小

中
学
校
と
の
連
携
を
よ
り
一
層
深
め
、
地
域
の

教
育
の
課
題
や
あ
る
べ
き
姿
を
共
有
し
、
本
村

教
育
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

　
小
中
学
校
に
特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
そ
れ

ぞ
れ
必
要
数
配
置
す
る
ほ
か
、
中
学
校
に
は
、

部
活
動
指
導
員
を
村
独
自
で
配
置
し
、
教
育
活

動
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
教
職
員
の
勤
務

多
忙
化
の
解
消
を
図
り
ま
す
。

　
小
中
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
お
よ
び
一
人
一
台

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
有
効
に
活
用
し
、
児
童

　
令
和
５
年
４
月
に
は
、
次
世
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
が
健
や
か
に
育
ち
、
よ
り
良
い
環
境
で

集
団
生
活
を
経
験
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に

「
若
桐
保
育
園
」
と
「
た
の
は
た
児
童
館
」
を

統
合
し
、
認
定
こ
ど
も
園
「
た
の
は
た
こ
ど
も

園
」
を
開
園
し
ま
す
。
認
定
こ
ど
も
園
は
、
現

た
の
は
た
児
童
館
の
施
設
を
改
修
し
、
保
育
所

と
幼
稚
園
の
機
能
を
併
せ
持
つ
施
設
と
す
る
こ

と
で
、
よ
り
充
実
し
た
幼
児
教
育
お
よ
び
保
育

を
実
施
し
ま
す
。

村政運営

２
活
力
あ
る
産
業
振
興

　
農
林
水
産
業
は
村
の
基
幹
産
業
で
す
。
活
力

あ
る
持
続
可
能
な
田
野
畑
村
を
つ
く
っ
て
い
く

た
め
に
、
産
業
の
活
性
化
は
不
可
欠
で
重
要
な

視
点
で
す
。

　
し
か
し
、１
次
産
業
は
、高
齢
化
や
後
継
者・

担
い
手
の
不
足
、
生
産
物
価
格
の
不
安
定
性
、

資
材
の
高
騰
な
ど
に
よ
る
経
営
の
圧
迫
、
そ
れ

に
伴
い
生
産
量
の
減
少
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
同
様
に
、
商
工
業
に
お
い
て
も
小

売
業
な
ど
小
規
模
事
業
者
に
お
け
る
後
継
者
不

足
、
事
業
承
継
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
民

間
企
業
、
第
三
セ
ク
タ
ー
、
産
業
団
体
な
ど
が

連
携
し
て
担
い
手
の
育
成
や
生
産
・
加
工
・
流

通
・
販
売
の
取
り
組
み
を
進
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
１
次
産
業
の
担
い
手
の
確

保
や
育
成
、
経
営
の
強
化
、
高
付
加
価
値
化
に

向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
へ
の
集
中
支
援
、

各
産
業
分
野
に
お
け
る
収
益
向
上
と
雇
用
機
会

の
創
出
を
図
り
ま
す
。

●
農
業
の
振
興

　
高
齢
化
に
伴
う
生
産
量
減
少
対
策
の
た
め
の

地
域
内
連
携
・
支
援
体
制
の
構
築
を
検
討
し
ま

す
。

　
資
材
高
騰
や
子
牛
価
格
の
下
落
が
経
営
を
圧

イ
ル
加
工
を
行
う
共
同
１
次
作
業
場
の
整
備
や

契
約
型
養
殖
の
拡
大
、
田
野
畑
ワ
カ
メ
の
商
品

化
支
援
、
イ
ベ
ン
ト
出
店
な
ど
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
促

進
、
な
ら
び
に
優
位
性
を
科
学
的
に
証
明
す
る

た
め
の
成
分
分
析
研
究
な
ど
に
引
き
続
き
取
り

組
み
ま
す
。

迫
し
て
い
る
畜
産
農
家
に
対
し
、
草
地
更
新
お

よ
び
飼
料
用
作
物
の
新
規
作
付
け
に
係
る
経
費

の
一
部
を
助
成
し
、
自
給
飼
料
生
産
を
継
続
的

か
つ
安
定
し
て
行
え
る
強
い
基
盤
づ
く
り
を
支

援
し
ま
す
。

　
ま
た
、
向
こ
う
５
年
間
の
計
画
で
草
地
整
備

や
造
成
な
ど
を
行
い
、
持
続
可
能
な
畜
産
振
興

に
取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
昭
和
53
年
に

開
設
し
、
老
朽
化
が
進
行
し
て
い
る
村
営
長
嶺

牧
野
の
畜
舎
に
つ
い
て
、
今
後
、
畜
産
農
家
と

の
協
議
を
重
ね
、
将
来
を
見
据
え
た
施
設
の
あ

り
方
を
検
討
し
ま
す
。

●
水
産
業
の
振
興

　
サ
ケ
を
は
じ
め
と
す
る
主
力
魚
種
な
ど
の
記

録
的
な
不
漁
が
続
き
、
放
流
用
の
サ
ケ
稚
魚
の

確
保
も
ま
ま
な
ら
な
い
、
先
の
全
く
見
え
な
い

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、「
田
野
畑
ワ
カ
メ
」
の
ブ

ラ
ン
ド
化
を
目
指
す
た
め
、
令
和
４
年
９
月
に

「
田
野
畑
ワ
カ
メ
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
協
議
会
」

を
設
置
し
ま
し
た
。
田
野
畑
ワ
カ
メ
の
ブ
ラ
ン

ド
化
に
向
け
た
協
議
を
行
い
、
▼
生
産
量
お
よ

び
生
産
技
術
に
関
す
る
こ
と
▼
流
通
・
販
売
お

よ
び
加
工
・
特
産
品
化
に
関
す
る
こ
と
▼
人
材

確
保
に
関
す
る
こ
と
―
を
取
り
組
み
方
針
と
し

た
と
こ
ろ
で
す
。
具
体
的
に
は
、
ワ
カ
メ
の
ボ

活力ある１次産業を振興します

生
徒
一
人
一
人
の
個
性
に
合
わ
せ
た
教
育
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

　
本
村
に
お
い
て
、
人
口
減
少
と
高
齢
化
は
顕

著
と
な
っ
て
お
り
、
地
域
力
の
維
持
お
よ
び
強

化
な
ら
び
に
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
は
、

村
外
の
人
材
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、
そ
の
定

住
を
図
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活
用
し
、
現
在

３
名
の
隊
員
が
村
内
で
活
動
し
て
い
ま
す
が
、

令
和
５
年
度
に
お
い
て
も
、
新
た
な
隊
員
を
募

集
す
る
こ
と
で
都
市
部
か
ら
の
移
住
者
を
誘
引

し
、
産
業
お
よ
び
地
域
活
性
化
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
ま
た
、
移
住
者
を
呼
び
込
む
た
め
に
は
、
村

の
魅
力
発
信
の
ほ
か
、
住
環
境
の
確
保
・
整
備

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
、
空
き
家
バ
ン

ク
制
度
と
移
住
支
援
情
報
の
発
信
を
行
い
、
移

住
者
の
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

たのはたこども園の開園に向けて工事が進む（３月２日撮影）

令
和
５
年
度

令
和
５
年
度　
施
政
方
針

　
施
政
方
針

一人一人の個性に合わせた教育の充実に努めます
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ま
す
。

　
平
成
31
年
４
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
「
森
林
経

営
管
理
制
度
」
に
基
づ
き
、
森
林
機
能
の
管
理

保
全
お
よ
び
持
続
可
能
な
森
林
経
営
を
推
進
す

る
た
め
、
森
林
所
有
者
の
意
向
調
査
を
引
き
続

き
行
う
と
と
も
に
、
令
和
４
年
度
の
意
向
調
査

の
結
果
で
所
有
者
が
村
に
委
ね
た
森
林
の
整
備

を
実
施
し
ま
す
。

　
村
内
で
も
鳥
獣
被
害
が
拡
大
し
て
お
り
、
昨

年
も
ニ
ホ
ン
ジ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
野
生
動

物
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
野
生
動
物
は
、
山
林
近
く
の
や
ぶ
や

耕
作
放
棄
地
を
格
好
の
す
み
か
と
す
る
た
め
、

高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進
み
、
遊
休
農
地
が
多

く
な
り
、
環
境
整
備
に
手
が
回
ら
な
い
集
落
で

は
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
村

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議
会
の
活
動
協
力
を
得

な
が
ら
、
被
害
防
止
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
狩

猟
者
の
担
い
手
確
保
の
た
め
、
狩
猟
免
許
取
得

の
た
め
の
補
助
も
行
い
ま
す
。

●
観
光
振
興

　　
観
光
推
進
体
制
の
強
化
と
し
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
の
第
５
類
移
行
に
よ
る
行
動
制
限
緩

和
に
伴
い
、
本
村
の
恵
ま
れ
た
自
然
と
そ
の
豊

か
な
恵
み
を
受
け
る
１
次
産
業
と
の
連
携
に
よ

る
観
光
商
品
の
開
発
・
実
施
に
取
り
組
む
ほ
か
、

　
本
村
の
ワ
カ
メ
生
産
は
、
高
齢
化
や
担
い
手

の
減
少
、
生
産
費
用
の
高
騰
に
よ
り
厳
し
い
経

営
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
一
方
で
高
品
質
な

田
野
畑
ワ
カ
メ
は
市
場
関
係
者
か
ら
も
高
く
評

価
い
た
だ
い
て
お
り
、
村
の
主
力
商
品
確
立
に

向
け
て
生
産
量
の
拡
大
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

生
産
者
の
作
業
の
効
率
化
や
働
き
方
改
革
に
も

対
応
し
て
い
く
た
め
、
生
産
者
が
使
用
で
き
る

ボ
イ
ル
加
工
施
設
を
整
備
し
、
ワ
カ
メ
養
殖
業

者
の
維
持
・
継
承
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
水
産
資
源
造
成
事
業
」
を
継
続
し
、

磯
根
資
源
の
回
復
に
向
け
て
ア
ワ
ビ
稚
貝
放
流

に
取
り
組
み
ま
す
。

●
林
業
の
振
興

　　
ナ
ラ
枯
れ
の
被
害
が
拡
大
し
て
お
り
、
深
刻

な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
被
害
の
拡
大
を
防

ぐ
た
め
に
は
、
い
ち
早
い
防
除
が
必
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
私
有
林
に
対
す
る
「
森
林
病
害
虫

等
防
除
事
業
」、
村
有
林
に
お
い
て
は
「
公
有

林
村
営
造
林
事
業
」
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
施
業
従
事
者
お
よ
び
森

林
作
業
技
術
を
持
っ
た
人
材
が
減
少
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
山
林
所
有
者
自
ら
が
ナ
ラ
枯
れ
被

害
木
を
駆
除
す
る
手
法
、
ナ
ラ
枯
れ
被
害
木
の

駆
除
方
法
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
、
刈
払
い
機
の
作

業
技
術
を
習
得
す
る
た
め
の
講
習
会
を
開
催
し

情
報
発
信
を
強
化
し
ま
す
。

　
ま
た
、
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に
合
わ
せ

て
、
主
力
と
な
る
体
験
型
観
光
の
推
進
な
ど
の

観
光
施
策
を
強
力
に
推
進
し
ま
す
。
６
月
に
は
、

本
村
を
含
む
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
沿
線
４

県
29
市
町
村
に
よ
る
「（
仮
称
）
み
ち
の
く
潮

風
ト
レ
イ
ル
関
係
自
治
体
協
議
会
」
が
、
宮
城

県
名
取
市
で
設
立
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま

す
。
協
議
会
加
盟
市
町
村
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
ト
レ
イ
ル
愛
好
者
の
誘
客
に
も
努
め
ま
す
。

村政運営

３
自
治
会
な
ど
の
活
性
化
・
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
む
ら
づ
く
り

地
域
の
魅
力
を
高
め
る
自
治
会
活
動
の
支
援
の

ほ
か
、
地
域
の
良
さ
を
再
発
見
す
る
活
動
の
推

進
な
ど
、
自
分
た
ち
が
暮
ら
す
地
域
に
自
信
と

誇
り
を
持
つ
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
に
お
い
て
も
、「
地
域
づ
く
り

交
付
金
」
や
「
協
働
の
む
ら
づ
く
り
推
進
事
業

費
補
助
金
」
に
よ
る
支
援
の
ほ
か
、
地
域
と
行

政
と
の
情
報
交
換
が
よ
り
円
滑
に
な
る
よ
う
、

橋
渡
し
役
と
し
て
の
地
域
協
働
隊
職
員
制
度
の

効
果
的
な
運
用
を
図
り
ま
す
。

　
む
ら
づ
く
り
の
根
幹
と
し
て
、
自
治
会
活
動

が
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
課

題
解
決
や
地
域
づ
く
り
は
、
地
域
住
民
が
主
体

と
な
り
協
力
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す

が
、
高
齢
化
や
人
口
減
少
に
伴
い
地
域
活
動
の

衰
退
傾
向
が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
ま
で
と
は
違
っ
た
形
の
支
援
策
の
検
討
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
こ
こ
に
住
み
た
く
な
る
村
・
こ
こ
で
子
育

て
し
た
く
な
る
村
」
と
思
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

●
道
の
駅
た
の
は
た

　
道
の
駅
た
の
は
た
「
思
惟
の
風
」
は
、
地
域

振
興
の
核
施
設
と
し
て
、
新
た
な
に
ぎ
わ
い
創

出
の
場
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
道
の
駅

を
拠
点
と
し
た
地
域
活
性
化
や
道
路
利
用
者
の

利
便
性
向
上
な
ど
の
観
点
か
ら
、
三
陸
沿
岸
道

路
か
ら
直
接
道
の
駅
た
の
は
た
周
辺
へ
の
相
互

乗
り
入
れ
早
期
実
現
に
向
け
て
、
関
係
機
関
と

連
携
を
密
に
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
近
隣
地
に
民
間
事
業
者
が
出
店
を
検
討
し
て道の駅を拠点に地域活性化を図ります

令
和
５
年
度

令
和
５
年
度　
施
政
方
針

　
施
政
方
針

い
る
と
い
う
話
も
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
道
の
駅

と
の
相
乗
効
果
や
、
村
内
へ
の
滞
留
人
口
の
増

加
へ
と
波
及
効
果
も
大
い
に
期
待
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
出
店
に
向
け
支
援
し
ま
す
。

　
た
の
は
た
産
品
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進

す
る
た
め
、
１
次
生
産
者
と
地
域
の
商
工
業
者

と
が
連
携
し
て
村
産
品
を
活
用
し
た
商
品
開
発

に
取
り
組
み
、
付
加
価
値
を
高
め
た
ブ
ラ
ン
ド

化
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
３
年
度
に
整
備
し
た
「
地
域
の

加
工
場
」
を
活
用
し
、
加
工
商
品
の
充
実
と
、

さ
ら
な
る
高
付
加
価
値
化
を
図
る
ほ
か
、
併
せ

て
、
た
の
は
た
ブ
ラ
ン
ド
産
品
の
Ｐ
Ｒ
や
、
観

光
融
合
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
関
係
人
口
の
増

大
に
つ
な
げ
、
地
域
内
の
経
済
循
環
の
活
性
化

を
図
り
、
地
域
内
雇
用
の
増
加
な
ど
に
よ
る
持

続
可
能
な
地
域
づ
く
り
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

　
田
野
畑
村
６
次
産
業
化
推
進
協
議
会
へ
の
委

託
事
業
と
し
て
、
農
林
漁
業
者
や
団
体
が
取
り

組
む
特
産
品
開
発
や
既
成
製
品
の
改
良
・
普
及

支
援
、
村
産
品
の
魅
力
発
信
や
交
流
活
動
を
継

続
し
ま
す
。
ま
た
、
田
野
畑
ワ
カ
メ
の
ブ
ラ
ン

ド
化
に
向
け
、
専
門
家
の
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら

具
体
的
な
販
売
戦
略
を
構
築
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
産
業
間
連
携
強
化
事
業
と
し
て
、

担
い
手
の
不
在
や
事
業
者
・
分
野
・
地
域
間
の

連
携
不
足
に
よ
り
取
り
逃
し
て
い
る
付
加
価
値

を
見
い
だ
し
、
新
た
な
仕
事
や
特
産
品
を
創
出

す
る
た
め
、
田
野
畑
村
産
業
開
発
公
社
が
つ
な

ぎ
役
と
な
り
、
産
業
間
の
連
携
を
強
化
し
ま
す
。

体験型観光の推進を図ります（写真はみちのく潮風トレイル）
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村政運営

４
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営

施 政 方 針令和５年度

　
村
の
財
政
状
況
は
、
経
常
経
費
率
の
上
昇
に

伴
い
硬
直
化
が
顕
著
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
人
口
減
少
や
高
齢
化
率
の
上
昇
な
ど
が
予
測

さ
れ
て
お
り
、
行
財
政
運
営
を
取
り
巻
く
環
境

は
引
き
続
き
厳
し
く
な
る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま

す
。

　
し
か
し
、
住
民
へ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

を
避
け
る
た
め
、
令
和
３
年
11
月
に
策
定
し
た

「
第
６
次
田
野
畑
村
行
財
政
改
革
大
綱
」
お
よ

び
「
第
６
次
田
野
畑
村
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
」

る
新
庁
舎
の
建
設
に
見
通
し
を
立
て
、
住
民
や

職
員
の
活
力
や
意
欲
の
向
上
を
図
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
今
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
で
放
送
さ
れ
て
い

る
「
ど
う
す
る
家
康
」
の
第
１
話
の
中
で
、
の

ち
の
徳
川
家
康
と
な
る
元
康
が
「
武
を
も
っ
て

治
め
る
の
は
覇
道
、
徳
を
も
っ
て
治
め
る
の
が

王
道
」
と
叫
ぶ
セ
リ
フ
が
あ
り
、
心
が
揺
さ
ぶ

ら
れ
ま
し
た
。

　
私
は
、
村
政
は
、
村
民
の
皆
さ
ま
と
の
対
話
、

さ
ら
に
は
説
明
責
任
が
大
切
で
あ
り
、
オ
ー
ル

田
野
畑
・
ワ
ン
チ
ー
ム
の
体
制
を
日
頃
か
ら
構

築
し
た
い
と
訴
え
て
き
ま
し
た
。

　
む
ら
づ
く
り
の
主
役
は
常
に
村
民
で
す
。
村

政
を
運
営
し
て
い
く
に
当
た
っ
て
は
、
村
民
の

力
を
一
つ
に
ま
と
め
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
き

な
力
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
村
民
が
同
じ
目
的
の
た
め
、
心
を
一
つ
に
し

て
確
実
に
歩
み
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
体
制

を
構
築
す
る
こ
と
が
、
私
に
与
え
ら
れ
た
使
命

だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
権
限
に
よ
っ
て
治
め
て
い

く
こ
と
で
は
な
く
、
村
民
一
人
一
人
の
声
を
大

切
に
し
、
村
民
総
参
加
の
も
と
に
政
策
を
立
案

し
、
実
行
す
る
む
ら
づ
く
り
を
進
め
る
所
存
で

す
。

　
令
和
５
年
度
が
、
村
民
一
人
一
人
が
将
来
に

希
望
の
持
て
る
住
み
よ
い
む
ら
づ
く
り
に
向
け

て
飛
躍
す
る
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
引
き
続
き
、

議
員
各
位
を
は
じ
め
、
村
民
の
皆
さ
ま
の
村
政

運
営
に
対
す
る
な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
村
へ
の
誘
客
や
特
産
品
の

売
り
上
げ
増
加
に
つ
な
が
る
よ
う
な
取
り
組
み

を
行
い
た
い
と
も
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

む
す
び
に　

　
以
上
、
令
和
５
年
度
に
か
か
る
所
信
お
よ
び

施
策
の
一
端
を
申
し
述
べ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
に
要
す
る
予
算
総
額
は
、
一
般
会
計

34
億
３
千
万
円
余
り
、
特
別
会
計
を
含
め
た
全

会
計
で
は
50
億
４
千
万
円
余
り
と
な
り
ま
し
た
。

対
前
年
比
、
一
般
会
計
で
１・
７
％
、
全
会
計

で
は
１・４
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
の
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、

昨
年
度
と
同
様
に
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、

各
災
害
復
興
事
業
の
完
了
な
ど
の
影
響
に
よ
り

税
収
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
、
限
ら
れ
た
財

源
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、
継
続
事
業
の
精

査
や
縮
減
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
経
常
経
費

の
見
直
し
を
図
り
ま
し
た
。

　
特
に
も
、
過
去
の
大
型
投
資
事
業
に
伴
う
起

債
の
償
還
、
い
わ
ゆ
る
借
金
の
返
済
額
が
令
和

６
年
度
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。
本
村
の
一
般

会
計
の
総
額
が
30
数
億
円
の
規
模
の
中
で
、
償

還
の
財
源
に
５
億
円
超
も
向
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
次
年
度
以
降
も
償
還
の
高
止
ま
り
が

続
き
「
財
政
健
全
化
」
を
旨
と
し
た
予
算
編
成

が
続
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
村
民
生
活
へ
の
影
響
を
避
け
る
た

め
に
は
、
事
業
の
選
択
と
集
中
、
事
務
事
業
の

見
直
し
、
そ
し
て
知
恵
と
工
夫
を
総
動
員
し
て

何
と
し
て
も
乗
り
切
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
う
え
で
、
長
年
の
懸
案
事
項
と
な
っ
て
い

　
そ
の
う
え
で
、
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た

地
区
懇
談
会
や
各
種
対
話
と
実
践
を
積
み
重
ね

な
が
ら
、
将
来
を
見
据
え
つ
つ
、
暮
ら
し
や
す

い
地
域
づ
く
り
の
方
向
性
を
地
域
と
と
も
に
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　
近
年
、
地
球
温
暖
化
な
ど
の
気
象
変
動
の
影

響
に
よ
り
、
未
曽
有
の
大
災
害
が
全
国
各
地
で

発
生
し
て
い
ま
す
。
尊
い
命
や
財
産
な
ど
が
脅

か
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
危
険
は
、
本
村
も
例
外

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
５
年
度

令
和
５
年
度　
施
政
方
針

　
施
政
方
針

　

村
民
の
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、「
田
野
畑

村
地
域
防
災
計
画
」
や
「
田
野
畑
村
地
域
強
靱

化
計
画
」
に
基
づ
き
、
津
波
避
難
方
針
の
見
直

し
や
、
防
災
機
能
の
強
化
を
図
り
、
安
心
で
安

全
な
暮
ら
し
を
支
え
て
い
き
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
に
お
い
て
は
、
消
防
団
の
緊
急

出
動
を
よ
り
迅
速
化
す
る
た
め
、
購
入
か
ら
27

年
が
経
過
し
、
老
朽
化
し
て
い
る
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
（
羅
賀
）
の
更
新
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
消
防
団
員
な
ど
の
処
遇
改
善
を
図
る

た
め
、
消
防
団
員
の
報
酬
な
ら
び
に
出
動
手
当

の
改
善
お
よ
び
活
動
の
際
の
装
備
の
充
実
、
女

性
消
防
協
力
隊
員
の
報
酬
を
改
善
し
ま
す
。

　
高
齢
化
の
進
展
や
、
村
内
外
と
の
移
動
、
交

流
の
た
め
に
、
公
共
交
通
の
維
持
お
よ
び
確
保

の
重
要
性
が
日
増
し
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
対

応
策
と
し
て
、
地
域
公
共
交
通
計
画
を
策
定
し
、

総
合
的
な
交
通
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
田
野
畑
村
総
合
バ
ス
「
タ
ノ
く

ん
バ
ス
」
は
、
児
童
生
徒
の
登
下
校
を
中
心
と

し
て
運
行
し
て
い
ま
す
が
、
児
童
生
徒
の
み
な

ら
ず
村
民
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
コ
ー
ス
や
ダ

イ
ヤ
な
ど
の
見
直
し
を
図
り
な
が
ら
柔
軟
に
運

行
し
て
い
き
ま
す
。

　
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
が
運
営
す
る
、

予
約
型
デ
マ
ン
ド
交
通
「
く
る
も
ん
号
」
に
つ

い
て
も
、
利
便
性
の
向
上
を
図
る
ほ
か
、
料
金

に
沿
っ
て
、
事
業
の
選
択
と
集
中
、
経
費
節
減

な
ど
不
断
の
見
直
し
な
ど
を
徹
底
し
、
将
来
に

負
担
を
先
送
り
し
な
い
、
責
任
の
あ
る
持
続
可

能
な
行
財
政
運
営
に
意
を
注
い
で
い
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
建
設
か

ら
60
年
余
り
が
経
過
し
、
耐
震
診
断
に
お
い
て

も
震
度
７
ク
ラ
ス
の
地
震
で
倒
壊
が
危
惧
さ
れ

て
い
る
役
場
庁
舎
の
新
築
に
つ
い
て
、
検
討
を

開
始
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
検
討
内
容
も
参
考
と
し
な
が
ら
、

ま
ず
、
職
員
で
検
討
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
９
月

以
降
に
は
、
村
民
か
ら
委
員
を
公
募
す
る
形
で

の
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
具
体
的
な
検
討

に
入
る
計
画
で
す
。

　
自
主
財
源
が
増
え
る
要
素
が
少
な
い
中
、
い

わ
ゆ
る
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
の
送
付
事

業
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。
寄
付
し
て
い
た
だ

い
た
方
々
の
思
い
を
大
切
に
し
、
魅
力
あ
る
返

礼
品
の
開
発
な
ど
、
引
き
続
き
内
容
の
充
実
に

努
め
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や
寄
付
金
を
活
用

し
た
各
種
施
策
の
展
開
に
鋭
意
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
先
の
臨
時
議
会
で
ご
審
議
い
た
だ
い

た
通
り
、
本
年
１
月
に
、
金
の
延
べ
板
60
キ
ロ

グ
ラ
ム
と
い
う
非
常
に
大
き
な
寄
付
を
頂
戴
い

た
し
ま
し
た
。
反
響
は
予
想
以
上
に
大
き
く
、

全
国
ニ
ュ
ー
ス
に
お
い
て
も
田
野
畑
村
の
名
前

が
日
々
登
場
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
寄
付
者
の
方
か
ら
は
特
に
使
途
は
指
定
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
そ
の
思
い
を
重
く
受
け
止
め
、

議
会
な
ど
と
協
議
・
相
談
を
重
ね
な
が
ら
使
途

を
決
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

本
村
に
対
す
る
注
目
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を

体
系
の
あ
り
方
の
検
討
を
引
き
続
き
行
い
、
利

用
し
や
す
い
公
共
交
通
体
制
の
構
築
に
努
め
ま

す
。

　
加
え
て
、
三
陸
鉄
道
は
、
専
門
医
な
ど
へ
の

通
院
や
高
校
へ
の
通
学
で
利
用
さ
れ
、
村
民
に

と
っ
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
交
通

機
関
と
な
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
利
用
客

が
落
ち
込
む
中
に
あ
っ
て
、本
村
と
し
て
も「
マ

イ
レ
ー
ル
さ
ん
て
つ
」
の
基
本
に
立
ち
返
り
利

用
促
進
を
呼
び
掛
け
て
い
き
ま
す
。

防災機能の強化を図り、安心な暮らしを支えます
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学
校
事
務
の
適
正
化
・
効
率
化
を
図
る

な
ど
、
教
職
員
の
資
質
向
上
お
よ
び
教

職
員
の
働
き
方
改
革
に
も
努
め
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
か
ら
小
学
校
５・
６
年

生
で
本
格
実
施
さ
れ
て
い
る
教
科
化
さ

れ
た
外
国
語
教
育
で
は
、
引
き
続
き
外

国
語
指
導
助
手
・
推
進
員
を
配
置
し
、

指
導
者
へ
の
支
援
・
指
導
の
充
実
を
図

り
ま
す
。
中
学
生
の
海
外
派
遣
研
修
の

実
施
を
検
討
し
、
意
図
的
計
画
的
に
外

国
語
や
外
国
の
文
化
に
触
れ
る
機
会
を

つ
く
り
、
児
童
生
徒
の
国
際
性
、
積
極

性
を
高
め
、
異
文
化
理
解
を
深
め
ま
す
。

➌�

豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
を
育
む
教

育
活
動

　
自
他
の
命
を
大
切
に
し
、
他
者
の
人

権
を
尊
重
す
る
教
育
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、「
特
別
の
教
科 

道
徳
」
を
中
核

と
し
た
道
徳
性
の
育
成
や
小
中
連
携
教

育
の
研
究
・
実
践
に
よ
る
田
野
畑
学
で

の
体
験
・
奉
仕
活
動
、
読
書
活
動
の
充

実
に
よ
り
心
の
涵か
ん
養よ
う
に
努
め
ま
す
。

　

不
登
校
や
い
じ
め
を
な
く
す
た
め
、

児
童
生
徒
一
人
一
人
が
お
互
い
を
尊
重

し
合
う
学
校
風
土
づ
く
り
と
、「
学
校

い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」
に
基
づ
く
未

然
防
止
と
、
い
じ
め
事
案
へ
の
適
切
な

対
応
に
努
め
ま
す
。
不
登
校
対
策
で
は
、

児
童
生
徒
に
寄
り
添
っ
た
支
援
の
充
実

に
引
き
続
き
努
め
ま
す
。

➍
健
や
か
な
体
を
育
む
教
育
活
動

　
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
習
慣
や

実
現
を
目
指
し
ま
す
。 

➊�

個
々
の
学
習
や
活
動
意
欲
を
盛
り
立

て
支
援
す
る
活
動
の
展
開

　
各
種
社
会
教
育
事
業
、
生
涯
教
育
の

事
業
を
村
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、
計

画
的
な
取
り
組
み
を
行
い
、
発
表
や
交

流
機
会
と
な
る
村
民
文
化
展
の
開
催
や
、

郷
土
芸
能
発
表
会
の
開
催
を
支
援
し
ま

す
。

　
全
県
共
通
課
題
と
推
進
区
ご
と
の
課

題
に
基
づ
い
た
教
育
振
興
運
動
の
進
展

を
図
る
た
め
、
推
進
区
ご
と
の
体
制
の

整
備
と
相
互
の
交
流
や
地
域
学
校
協
働

活
動
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と

の
連
携
・
協
働
を
進
め
、
そ
の
取
り
組

み
の
発
表
の
場
や
村
民
の
研
修
の
場
と

し
て
「
田
野
畑
村
教
育
の
つ
ど
い
」
を

開
催
し
ま
す
。 

　
地
域
や
家
庭
の
教
育
力
の
充
実
・
向

上
の
た
め
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
家
庭

教
育
学
級
を
開
催
し
、
子
ど
も
た
ち
の

健
全
育
成
や
基
本
的
生
活
習
慣
の
確
立

を
目
指
し
ま
す
。 

　
友
好
都
市
で
あ
る
深
谷
市
と
の
小
学

校
交
流
事
業
の
実
施
を
検
討
し
、
児
童

の
交
流
を
深
め
ま
す
。 

➋�

ス
ポ
ー
ツ
活
動
へ
の
関
心
を
高
め
、

健
康
寿
命
を
の
ば
す
活
動
の
展
開

　
中
学
校
部
活
動
地
域
移
行
へ
の
指
向

や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
な
ど
の
充
実

の
た
め
、
推
進
体
制
の
構
築
を
図
る
よ

う
、
村
体
育
協
会
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
、
各
種
団
体
な
ど
と
よ
り
一
層
の
連

携
を
図
る
と
と
も
に
、
村
民
の
ス
ポ
ー

ツ
活
動
を
推
進
し
、
村
民
の
健
康
と
生

き
が
い
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。 

 

体
育
施
設
の
適
正
な
維
持
・
管
理
に

努
め
、
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
に
努

め
ま
す
。 

➌�

貴
重
な
文
化
財
や
郷
土
芸
能
の
保

存
・
継
承
の
活
動
の
展
開

　
村
民
文
化
展
や
青
少
年
劇
場
を
開
催

し
、
村
民
や
児
童
生
徒
の
芸
術
文
化
活

動
の
振
興
を
図
り
ま
す
。 

　
芸
術
文
化
活
動
の
振
興
の
た
め
、
村

芸
術
文
化
協
会
や
郷
土
芸
能
伝
承
団
体

お
よ
び
各
種
サ
ー
ク
ル
の
支
援
を
行
い

ま
す
。 

　
指
定
文
化
財
や
希
少
動
植
物
を
は
じ

め
、
貴
重
な
文
化
財
を
後
世
に
伝
え
て

い
く
た
め
、
適
正
な
保
存
と
学
習
へ
の

活
用
に
努
め
ま
す
。 

む
す
び

　
田
野
畑
村
の
未
来
に
向
け
た
人
づ
く

り
の
使
命
を
自
覚
し
、
子
ど
も
た
ち
は

も
と
よ
り
村
民
を
挙
げ
て
、
よ
り
一
層

学
習
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
、
田
野
畑

村
の
教
育
行
政
の
推
進
に
鋭
意
努
め
ま

す
。

　
議
員
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
村
民
の

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
さ
ら
な
る
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

➊
生
き
る
力
を
育
む
教
育

　
子
ど
も
た
ち
が
、
▼
確
か
な
学
力
▼

豊
か
な
心
▼
健
や
か
な
体
―
を
総
合
的

に
兼
ね
備
え
、
変
容
す
る
社
会
に
適
応

し
、
社
会
を
創
造
す
る
た
め
の
「
生
き

る
力
」
を
育
む
教
育
を
進
め
ま
す
。

➋
新
し
い
時
代
の
学
校
経
営
の
展
開

　
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
成
長
を
村
を
挙
げ
て
支
え
る
た
め

の
教
育
環
境
を
構
築
す
る
た
め
、
教
育

振
興
運
動
、
地
域
学
校
協
働
活
動
、
そ

し
て
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
目
指
す

べ
き
目
標
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
、
よ

り
一
層
の
連
携
・
協
働
す
る
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
を
導
入
し
、
田

野
畑
村
な
ら
で
は
の
教
育
環
境
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

➌�

学
校
教
育
を
支
え
る
学
び
の
基
盤
づ

く
り 

　
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
充
実
の
た
め
、

小
・
中
学
校
に
高
速
か
つ
大
容
量
の
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
図
る
と
と

も
に
、
先
端
技
術
の
活
用
を
推
進
す
る

た
め
、
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
の
た
め
の

基
盤
整
備
と
そ
の
活
用
を
進
め
ま
す
。

２ 

学
校
教
育
の
指
導
の
重
点

➊�

幼・小・中
連
携
教
育
の
視
点
に
立
っ

た
教
育
活
動

　
令
和
５
年
度
開
園
の
子
ど
も
園・小・

中
学
校
そ
れ
ぞ
れ
１
校
の
本
村
の
利
点

を
生
か
し
、
幼
・
小
・
中
学
校
15
年
間

を
見
通
し
た
幼
小
中
連
携
教
育
に
取
り

組
み
ま
す
。
田
野
畑
村
の
自
然
・
人
・

文
化
の
良
さ
を
、
豊
か
な
体
験
活
動
を

通
し
て
学
ぶ
「
田
野
畑
学
」
を
研
究
・

実
践
し
、
ふ
る
さ
と
田
野
畑
村
に
愛
着

と
誇
り
を
持
ち
、
日
々
変
容
を
続
け
る

予
測
困
難
な
社
会
の
中
で
も
志
を
高
く

持
ち
、
自
分
の
可
能
性
を
信
じ
て
人
間

形
成
・
自
己
実
現
に
向
け
て
立
ち
向
か

う
こ
と
の
で
き
る
子
ど
も
た
ち
を
培
い

ま
す
。

➋�

確
か
な
学
力
を
保
障
し
、
生
き
抜
く

力
を
育
む
教
育
活
動

　
確
か
な
学
力
の
育
成
の
た
め
、
生
き

る
力
の
基
盤
と
な
る
知
識
・
理
解
の
確

実
な
定
着
を
図
る
と
と
も
に
、
学
ん
だ

こ
と
を
活
用
し
て
課
題
を
解
決
す
る
力

を
育
み
、
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性

な
ど
を
総
合
的
に
育
み
ま
す
。

　
「
主
体
的
で
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

の
実
現
を
期
し
て
、
村
標
準
学
力
検
査

を
小
・
中
学
校
全
学
年
で
実
施
・
分
析

な
ど
を
通
し
た
授
業
改
善
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
小
・
中
学
校
に
整
備
を
進
め
た
Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
環
境
を
活
用
し
、
主
体
的
か
つ

創
造
的
な
学
習
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
教

職
員
の
授
業
力
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

教 育 行 政令和５年度 方 針

令
和
５
年
度

令
和
５
年
度　
教
育
行
政
方
針

　
教
育
行
政
方
針

は
じ
め
に 

　
令
和
２
年
よ
り
命
を
は
じ
め
、
生
活
、

経
済
や
学
習
機
会
ま
で
も
脅
か
す
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
は
、

新
た
な
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
よ
り
現
在
も

子
ど
も
た
ち
の
学
び
や
生
活
に
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
児
童
生
徒
の
健
康
・
安

全
を
第
一
に
考
え
な
が
ら
、
適
正
な
感

染
予
防
対
策
に
取
り
組
み
、
学
び
の
保

障
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
田
野
畑
村
教
育
施
策
を

定
め
る
に
当
た
り
、
田
野
畑
村
総
合
計

画
と
整
合
を
図
り
な
が
ら
、
総
合
教
育

会
議
に
お
い
て
策
定
さ
れ
た
「
田
野
畑

村
教
育
大
綱
」
に
基
づ
き
、
教
育
行
政

を
推
進
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
国
・
岩
手
県
教
育
委
員
会

の
施
策
を
参
酌
し
つ
つ
、
田
野
畑
村
教

育
委
員
会
の
重
要
施
策
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。

１ 

学
校
教
育
の
充
実

　
子
ど
も
一
人
一
人
の
個
性
の
伸
長
と
、

学
び
の
場
を
保
障
す
る
た
め
に
、
お
互

い
に
認
め
合
い
、
支
え
合
う
学
校
風
土

と
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

を
行
う
教
育
環
境
の
実
現
を
目
指
し
ま

す
。

未来に向けた人づくりの使命を自覚し

村民を挙げて教育行政を推進していく

令和５年第２回村議会定例会で相模貞一教育長が、
教育行政運営の基本的な考え方や主な施策などを示した
教育行政方針を述べました。

能
力
を
身
に
付
け
る
よ
う
に
、
小
中
学

校
の
教
科
体
育
や
業
間
運
動
の
充
実
、

部
活
動
指
導
員
の
配
置
や
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
活
動
と
連
携
を
図
り
推
進
し
ま
す
。

　
学
校
給
食
で
の
食
に
関
す
る
正
し
い

理
解
と
安
全
安
心
な
食
を
選
択
で
き
る

力
を
養
う
と
と
も
に
、
家
庭
と
連
携
し

た
食
習
慣
や
食
事
マ
ナ
ー
の
向
上
を
図

り
ま
す
。 

➎�

多
様
な
支
援
の
充
実
を
図
る
教
育
活
動 

　
児
童
生
徒
の
安
全
・
安
心
な
教
育
活

動
を
保
障
す
る
こ
と
や
、
特
別
支
援
学

級
の
設
置
・
充
実
に
よ
り
個
別
の
支
援

に
注
力
す
る
と
と
も
に
、
児
童
生
徒
の

自
立
や
社
会
参
加
に
必
要
な
力
を
育
む

た
め
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
配
置

し
ま
す
。

　
教
育
の
機
会
均
等
の
た
め
に
、
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
就
学
援
助
や
奨
学
金
の

貸
与
を
行
い
ま
す
。

　
児
童
生
徒
が
安
全
安
心
で
快
適
に
学

べ
る
よ
う
学
校
施
設
の
適
正
な
管
理
に

努
め
ま
す
。

３  

青
少
年
の
健
全
育
成
、
生
涯

学
習
、ス
ポ
ー
ツ
活
動
、芸
術・

文
化

　
人
と
人
、
人
と
地
域
が
つ
な
が
る
機

会
を
充
実
し
、
様
々
な
学
習
活
動
、
ス

ポ
ー
ツ
活
動
、
歴
史
・
文
化
資
源
に
ふ

れ
る
こ
と
で
、
心
豊
か
に
生
き
が
い
を

持
っ
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
社
会
の



■令和５年度の予算規模（全会計） 　　※１万円未満四捨五入　　　　　　　　　　
※端数処理の関係で金額に若干の差が出ます

区 分 令和５年度 令和４年度 増　減 伸び率

一 般 会 計 33億6,927万円 33億8,025万円 △1,098万円 △0.32％

特

別

会

計

国民健康保険会計
事業勘定 5億9,176万円 5億8,831万円 345万円 0.59％

直診勘定 1億1,882万円 1億1,605万円 277万円 2.38％

簡 易 水 道 会 計 2億 842万円 2億 578万円 264万円 1.28％

集 落 排 水 会 計 5,947万円 5,792万円 155万円 2.68％

下 水 道 会 計 3,683万円 3,460万円 223万円 6.44％

介護保険会計
事業勘定 5億3,836万円 5億3,539万円 297万円 0.55％

サービス勘定 　970万円 　1,038万円 △68万円 △6.54％

後期高齢者医療会計 4,140万円 4,675万円 △536万円 △11.46％

小 計 16億 475万円 15億9,518万円 957万円 0.60％

合 計 49億7,402万円 49億7,543万円 △141万円 △0.03％

令
和
５
年
度

令
和
５
年
度　
当
初
予
算
の
概
要

　
当
初
予
算
の
概
要

依存財源依存財源
83.8％83.8％

歳�入
3333億億6,9276,927万円万円

自主財源自主財源
16.2％16.2％

繰入金繰入金
11億億6,3826,382万円万円

（4.9％）（4.9％）
諸収入諸収入
7,7977,797万円万円

（2.3％）（2.3％）
その他その他
7,6187,618万円万円

（2.2％）（2.2％）

地方交付税地方交付税
1919億億4,3314,331万円万円

（57.7％）（57.7％）

国庫支出金国庫支出金
33億億4,6504,650万円万円

（10.3％）（10.3％）

村債村債
22億億4,4134,413万円万円

（7.2％）（7.2％）

県支出金県支出金
11億億5,1795,179万円万円

（4.5％）（4.5％）

新
年
度
予
算
の
概
要 

　
一
般
会
計
33
億
６
千
万
円
余

り
、
特
別
会
計
を
含
め
た
全
会

計
で
は
49
億
７
千
万
円
余
り
と

な
り
ま
し
た
。

　
認
定
こ
ど
も
園
運
営
事
業
や

村
道
沼
袋
三
沢
線
道
路
改
良
舗

装
事
業
な
ど
を
盛
り
込
み
ま
し 

た
が
、
前
年
比
、
一
般
会
計
で 

0
・
32
％
、
全
会
計
で
0
・
03 

％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
要
因
は
、
保
育
所
運
営

事
業
や
村
道
十
文
字
線
道
路
改

良
舗
装
事
業
、
ラ
ジ
オ
中
継
局

設
備
更
新
事
業
の
減
額
に
よ
る

も
の
で
す
。

　

新
年
度
の
予
算
編
成
に
当

た
っ
て
は
、
昨
年
度
と
同
様
に

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
各

災
害
復
興
事
業
の
完
了
な
ど
の

影
響
に
よ
り
税
収
の
減
少
が
見

込
ま
れ
る
中
、
限
ら
れ
た
財
源

を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
に
、

継
続
事
業
の
精
査
や
縮
減
に
取

り
組
み
、
経
常
経
費
の
見
直
し

を
図
り
ま
し
た
。

■令和５年度の主な事業
【人口減少・少子高齢化対策】

認定こども園運営事業 1億 502万円

地域おこし支援事業 3,628万円

特別支援教育支援員配置事業 1,742万円

生活支援ハウス運営事業 1,131万円

シルバーサポーター設置訪問事業 666万円

エンゼル祝い金給付事業 240万円

義務教育入学および卒業祝金支給事業 228万円

【活力ある産業振興】

観光振興企業経営改善支援事業 4,179万円

村営牧野管理運営事業 3,339万円

田野畑ブランド推進による
地域しごとづくり事業 3,278万円

森林病害虫等防除事業 1,637万円

いわて地域農業マスタープラン
実践支援事業 1,078万円

水産資源造成事業 865万円

産業間連携強化事業 550万円

地域資源ブランド化推進事業 210万円

【自治会等の活性化・安心して暮らせるむらづくり】

村道沼袋三沢線道路改良舗装事業 1億 458万円

総合バス運行事業 5,330万円

平井賀漁港施設機能強化事業 5,400万円

消防自動車整備事業 2,552万円

地域づくり交付金 830万円

協働による地域づくり推進事業 104万円

【持続可能な行財政運営】

ふるさと納税推進事業 301万円

その他その他
11億億3,6753,675万円万円

（4.1％）（4.1％）

歳�出
3333億億6,9276,927万円万円

義務的経費義務的経費
37.7％37.7％

投資的経費投資的経費
11.7％11.7％

その他の経費その他の経費
50.6％50.6％

人件費人件費
55億億8,3898,389万円万円

（17.3％）（17.3％）

公債費公債費
55億億2,1752,175万円万円

（15.5％）（15.5％）

扶助費扶助費
11億億6,6946,694万円万円

（4.9％）（4.9％）

普通建設事業費普通建設事業費
33億億9,3309,330万円万円

（11.7％）（11.7％）

物件費物件費
77億億0595595万円万円

（21.0％）（21.0％）

補助費等補助費等
44億億9,6809,680万円万円

（14.7％）（14.7％）

繰出金繰出金
33億億6,2366,236万円万円

（10.8％）（10.8％）

その他その他
11億億3,8293,829万円万円

（4.1％）（4.1％）

村税村税
22億億2,8842,884万円万円

（6.8％）（6.8％）

◎用語の説明
　歳入…１会計年度に村に入ってくるお金の見積もり
　自主財源…村が自主的に集められるお金
　依存財源…国や県から交付されるお金や村債
　村税…村民税など、村に納める税金
　繰入金…基金などから一般会計に繰り入れるお金
　地方交付税… 全ての市町村が一定の行政サービスを行

えるように国が交付するお金
　国庫支出金…村が行う事業に対して国が交付するお金
　村債…借入金のうち長期にわたり返済するもの
　県支出金…村が行う事業に対して県が交付するお金

◎用語の説明
　歳出…１会計年度に村から出ていくお金の見積もり　
　義務的経費…職員の給与や社会保障などに使われるお金
　投資的経費…施設や道路など、将来に残るものに使われるお金
　人件費…村職員の給与や議員・委員などの報酬
　公債費…村の借金の返済
　扶助費…要援護高齢者・高齢者などの生活維持や保育活動に使われるお金
　普通建設事業費… 道路や公共施設の建設事業などに使われるお金
　物件費…消耗品や備品の購入、光熱水費などに使われるお金
　補助費…村が交付する補助金や他の団体と共同で事業を行うための負担金
　繰出金…特別会計に充てられるお金

■令和５年度一般会計歳入予算の状況

■令和５年度一般会計歳出予算の状況

広報 たのはた　2023・４19 182023・４　広報 たのはた

■一般・特別会計の当初予算規模の推移【単位：億円】

■一般会計　■特別会計
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※端数処理の関係で金額に若干の差が出ます

※端数処理の関係で金額に若干の差が出ます

当 初 予 算令和５年度 の 概 要



　
　

令
和
５
年
度 

人
事
異
動

村
職
員
、
広
域
消
防
職
員
、
学
校
教
職
員
な
ど
の

人
事
異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

輝
◆
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
主
査

－

畠
山
裕
晃

◆
教
育
委
員
会
事
務
局

　

 

次
長
兼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

－

佐
々

木
修
、
主
幹

－
横
山
順
一
、
主
査

－

三

上
恵
美

◆
新
採
用

　

 

住
民
生
活
課
住
民
生
活
班
主
事

－

中
机
裕

汰
、
地
域
整
備
課
地
域
整
備
班
主
事
兼
管
理

班
主
事

－

畠
山
隼
弥
、
産
業
振
興
課
産
業

振
興
班
主
事

－

染
矢
さ
と
み

◆
新
採
用
（
任
期
付
き
）

　

 

健
康
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
主
査

兼
健
康
福
祉
班
主
査

－

大
澤
広
美
、
同
主

事
兼
診
療
所
管
理
班
主
事
兼
歯
科
診
療
所
管

理
班
主
事

－

藤
島
美
幸

◆
退
職
者
（
再
任
用
）

　

 

地
域
整
備
課
地
域
整
備
班
主
任
主
査

－

佐
々

木
卓
男

◆
退
職
者
（
任
期
付
き
）

　

 

健
康
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
主
事

◆ 

総
務
課

　

 

総
務
・
財
政
班
主
任
主
査

－

角
舘
尚
、
同

主
査

－

晴
山
美
恵
子
、
総
務
課
付
け

－

木
村
恭
平
（
岩
手
県
派
遣
）

◆
企
画
観
光
課

　

 

課
長

－

工
藤
隆
彦
、
主
幹

－

大
澤
健
、

企
画
・
観
光
班
主
査

－

畠
山
多
加
子

◆    

税
務
会
計
課

　

 

税
務
・
会
計
班
主
任

－

小
野
寺
祥
史

◆
地
域
整
備
課

　

 

課
長

－

平
坂
聡
、
地
域
整
備
班
主
任
主
査

兼
企
画
観
光
課
企
画
・
観
光
班
主
任
主
査

－

工
藤
光
昭

◆
産
業
振
興
課

　

 

主
幹

－

佐
々
木
賢
司
、
産
業
振
興
班
主
任

主
査

－

工
藤
真
樹
、
同
主
事

－

熊
谷
航

大
◆
村
診
療
所

　

 

管
理
班
主
事
兼
歯
科
診
療
所
管
理
班
主
事
兼

健
康
福
祉
課
健
康
福
祉
班
主
事

－

下
舘
航

村
職
員

　
　
　
　
　
　
　
　
異
動
転
出
者

　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ッ
コ
内
は
異
動
先

　
分
署
長

－

岩
花
一
則

　
（
山
田
消
防
署
・
副
署
長
）

　
副
分
署
長

－

山
口
淳

　
（
山
田
消
防
署
・
救
急
係
長
）

　

 

消
防
第
２
係
長

－

金
澤
秀
雄

　
（
消
防
本
部
消
防
課
・
予
防
係
長
）

　
消
防
士
長

－

金
澤
光

　
（
岩
泉
消
防
署
・
消
防
士
長
）

　
消
防
副
士
長

－

熊
谷
崇
文

　
（
岩
泉
消
防
署
・
消
防
副
士
長
）

　
消
防
士

－

小
松
山
慎

　
（
山
田
消
防
署
・
消
防
副
士
長
）

　

消
防
士

－

畑
中
良
太

　
（
山
田
消
防
署
・
消
防
士
）

　
消
防
士

－

大
下
開
生

　
（
宮
古
消
防
署
・
消
防
士
）

広
域
消
防

　
　
　
　
　
　
　
　
異
動
転
出
者

　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ッ
コ
内
は
異
動
先

 

◆ 

田
野
畑
小

　
主
任
主
査

－

三
上
弘
幸

　
（
普
代
村
立
普
代
小
・
主
任
主
査
）

　
教
諭

－ 
郷
内
早
紀
（
退
職
）

　
教
諭

－

伊
藤
晋

　
（
洋
野
町
立
種
市
小
・
教
諭
）

　
講
師

－

根
木
地
瑠
美

　
（
岩
泉
町
立
岩
泉
小
・
講
師
）

　
講
師

－

山
内
旭

　
（
宮
古
市
立
千
徳
小
・
教
諭
）

◆ 

田
野
畑
中

　
主
任
行
政
専
門
員

－

上
山
邦
彦
（
退
職
）

　
講
師

－

中
居
義
秀

　
（
宮
古
市
立
崎
山
中
・
講
師
）

◆
教
育
委
員
会
事
務
局

　
指
導
主
事

－

熊
谷
康
弘

　
（
岩
手
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
）

教
職
員

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
12
年
を
迎
え
た

３
月
11
日
。
村
内
各
地
で
犠
牲
者
へ
の

祈
り
が
さ
さ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
島
越
ふ

れ
あ
い
公
園
で
は
、
東
日
本
大
震
災
追

悼
式
（
島
越
自
治
親
交
会
主
催
）
が
開

催
さ
れ
、
島
越
地
区
の
住
民
や
出
身
者

な
ど
、
村
内
外
か
ら
約
１
０
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
同
自
治
親
交
会
の
鈴
木
隆た
か

昭あ
き
会
長
が
「
か
け
が
え
の
な
い
多
く
の

命
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
心
の
傷
や
無
念
、

悔
し
さ
は
今
も
癒
や
さ
れ
る
こ
と
が
な

い
。
12
年
前
の
悲
劇
を
２
度
と
繰
り
返

さ
な
い
た
め
に
、
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を

伝
承
し
て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
の
使
命

だ
。
自
治
親
交
会
で
は
、
今
後
も
追
悼

式
を
継
続
し
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に

寄
り
添
っ
て
い
く
」
と
あ
い
さ
つ
。
参

加
者
は
、
犠
牲
者
の
安
ら
か
な
眠
り
を

祈
り
黙
と
う
を
行
い
、
園
内
の
慰
霊
碑

に
献
花
し
ま
し
た
。

　
佐
々
木
和か
ず
子こ

さ
ん（
84
）＝
島
越
＝
は

「
あ
の
日
の
こ
と
は
一
生
忘
れ
る
こ
と

は
な
い
。
12
年
た
っ
て
も
た
く
さ
ん
の

人
た
ち
が
追
悼
式
に
参
加
し
て
く
れ
て

う
れ
し
い
」
と
目
に
涙
を
浮
か
べ
て
い

ま
し
た
。
工
藤
諭ゆ

良ら

さ
ん（
14
）＝
島
越

＝
は
「
震
災
当
時
は
２
歳
。
当
時
の
記

憶
は
無
い
が
、
震
災
の
こ
と
は
学
校
な

ど
で
学
ん
だ
。
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
の

お
か
げ
で
復
興
が
進
ん
で
い
る
こ
と
に

感
謝
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

広報 たのはた　2023・４21 202023・４　広報 たのはた

黙とうや慰霊碑への献花で東日本大震災の犠牲者を追悼する参加者の皆さん

2011.3.11―2023.3.11
あの日から12年

忘れない。震災の記憶
東日本大震災追悼式

兼
健
康
福
祉
班
主
事

－

千
葉
新
平
、
診
療

所
管
理
班
主
事
兼
歯
科
診
療
所
管
理
班
主
事

－

佐
々
木
あ
ゆ
み

お
世
話
に
な
り
ま
し
た



食改さんの健康レシピ 

村食生活改善推進員が紹介する健康レシピ
Health recipes

がんづき
※16等分で１切れ当たりの栄養価…エネルギー159㌔㌍

　　㉄保健センター（☎33-3102）

健康のとびら 　　㉄保健センター（☎33-3102）
Information from the fire department

消防だより 　　㉄消防田野畑分署（☎34-2100）

●「ボタン電池」の誤飲
　ボタン電池を誤って飲み込むと、気道をふさ
ぎ、窒息を起こす可能性があります。普段から
保管場所に注意してください。
　ボタン電池が粘膜などに接触すると、化学や
けどにより食道や胃の壁を短時間で傷つけ、穴
が開いたり潰瘍ができたりします。誤飲してし
まったときは、すぐに医療機関を受診してくだ
さい。
●「たばこ」の誤飲
　近年、紙巻きたばこだけではなく加熱式たば
こが普及し、一見たばこに見えない製品があり
ます。保管場所に注意するのはもちろんですが、
吸い殻をごみ箱に入れておくと、そこから取り
出して誤飲する可能性があるため、子どもの手
が届かない場所に処分する必要があります。

子どもの誤飲・やけどに注意

食改さんからひと言…２月に田野畑中の生徒と一
緒にがんづきを作りました。混ぜて蒸すだけの簡
単でおいしい昔ながらのおやつです。

●作り方
　➊…蒸し器にお湯を沸かしておく
　➋…  大きめのボウルに薄力粉・重曹を合わせてふ

るい、三温糖と混ぜる
　➌… ➋に溶き卵・酢・豆乳を加えて混ぜる
　➍… クッキングシートを敷いた蒸し器に➌を流し

入れ、黒ごまと手で砕いたくるみをのせて 40
分ほど蒸す　※強火20分、弱火20分

山火事に注意しましょう！

はまなす掲示板 　　㉄教育委員会（☎34-2226）

●材料（直径 26㌢・蒸し器１台分）
薄力粉 300㌘
重曹 大さじ１
三温糖 220㌘
卵 ２個
酢 100㍉㍑
無調整豆乳 200㍉㍑
黒ごま 大さじ１
くるみ 20㌘

紹介図書は、アズビィ楽習センター図書室で貸し出しています
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　たばこを誤って口にすると、ニコチン中毒を
引き起こし、最悪の場合死に至ります。特に、
たばこが漬かっていた液体を飲み込むとニコチ
ンの吸収が早くなり非常に危険です。すぐに医
療機関を受診してください。
●「暖房器具」でのやけど
　まだ寒い日があり、暖房器具を手放せない家
庭も多いと思います。▶子どもがつかまり立ち
をした時にストーブに手をつく▶ヒーターの吹
き出し口に手を入れる▶ストーブの上に置いた
やかんがひっくり返って熱湯をかぶる―など、
家庭には多くの危険が潜んでいます。
　子どもは皮膚が薄く、やけどが重症化しやす
いため特に注意が必要です。「熱いから触って
はいけない」ということを教えていくことが大
切です。　

なぜなラボ＃１危険生物ファイル
小宮 輝之　監修

■児童書１位

　「なぜサメは人を襲うの？」知
識ではなく、ヒント写真から自力
で答えを考える新感覚クイズ図鑑。
クイズに挑戦するだけで考える力
が身に付く一冊です。

■一般書ランキング
順位 タイトル 著者・監修

１ 母の待つ里 浅田 次郎

２ その本は
又吉 直樹
ヨシタケ シンスケ

３ メンタル強め美女白川さん 獅子

４ 同志少女よ、敵を撃て 逢坂 冬馬

５ サステイナブルに暮らしたい
服部 雄一郎
服部 麻子

■児童書ランキング
順位 タイトル 著者・監修

１ なぜなラボ＃１危険生物ファイル 小宮 輝之

２ ゆるゆる危険生物図鑑 加藤 英明

３ ポケモン大図鑑 小学館

４
どっちが強い！？
フクロウvsヤマアラシ

スライウム

５ ジェンナー 十常 アキ

母の待つ里
浅田 次郎　著

■一般書１位

　母のもとに足を運ぶ還暦世代の
男女3人。上京して40年、一度も
帰ろうとしなかった古里で私を温
かく迎えてくれたのは、名前も知
らない母でした―。

　昨年、県内では30件の山火事が発生し、
そのうち約８割が３～５月の期間に集中して
います。
　この期間は例年、野山が乾燥し、風の強い
日が多くなります。このように、林野火災が
起こりやすい気象条件が重なることが原因の
一つになっています。
　また、春先は行楽や山菜採りのために山に
入る人が増加することや、農作業に由来する
枯草焼きなどが山林に飛び火することも原因
になっています。
　火災のほとんどが不注意から発生していま
す。火の取り扱いには十分に注意し、火災を
起こさないようにしましょう。
●山火事防止対策の重点
　➊�強風時や乾燥時には、たき火、野焼き、

火入れをしない
　➋�燃え広がりやすい枯れ草などがある場所

では、たき火、野焼きをしない
　➌ たき火や野焼きの場所を離れるときは、

完全に消火する
　➍ 火入れをするときは、必ず市町村長の許

可を得る
　➎ たき火、野焼き、火入れをするときは、

必ず消防署に届ける
　➏ たき火や野焼きは一人で行わず、水など

の消火の備えをする
　➐�森林の周囲１㌔で行う寄せ焼きや筋焼き

による野焼きは、火入れとみなされる
　➑�たばこは指定された場所で喫煙する。吸

い殻は必ず火を消し、投げ捨てをしない
　➒火遊びは絶対にしない



◆場所…アズビィ楽習センター前広場
◆ 対象…村民、村内の事業所などに勤務する人
◆定員…先着20人
◆参加費…無料
◆ 持ち物…懐中電灯、双眼鏡（持っている人）
◆ 申込期限…開催日の午後３時
◆ 参加者の申し込み方法…電話または、専用申し込みフォームから
◆スタッフの申し込み方法…電話で申し込んでください
◆ 申し込み・問い合わせ先…教育委員会（☎34-2226）

お知らせお知らせ
人口と世帯

３月１日現在 (　) は前月比

人口  　3,046人（－ 4）  
　男  　1,530人（－ 1） 

女  　1,516人（－ 3） 
世帯  1,356世帯（＋ 2）

●知 いろいろなお知らせ

参加者などを募集中●募

火　災
（２月21日～３月20日）

火 災 の【今月】  　０件
発生件数【今年】　  ０件
無火災の連続記録
（３月20日現在） 219日

広報 たのはた　2023・４25 242023・４　広報 たのはた

　「 英 会 話 教 室 English Cafe
～はじめての海外旅行へ～」を
開催します。
◆ 開催日…５月15日㈪～７月

10日㈪の毎週月曜日、７月
18日㈫

◆時間…午後６時15分～７時
◆場所…アズビィ楽習センター
◆ 内容…海外旅行のさまざまな

シーンを想定した英会話教室
◆ 対象…中学生以上の村民、村

内の事業所などに勤務する人
◆定員…先着10人
◆参加費…無料
◆ 持ち物…筆記用具
◆ 申込期間…４月４日㈫　午後

１時～５月８日㈪　正午
◆ 申し込み方法…電話または、

専用申し込みフォームから
◆ 申し込み・問い合わせ先…教

育委員会（☎34-2226）

英会話を学びませんか●募

◀
申
し
込
み
は

　
コ
コ
か
ら

　「おりがみ教室～四季のリー
スづくり（春編）～」を開催し
ます。折り紙で春の花などを折
り、リースを作ります。
◆ 日時…５月11日㈭、18日㈭、

25日㈭　午前10時～正午
◆場所…アズビィ楽習センター
◆ 対象…18歳以上の村民、村

内の事業所などに勤務する人
◆定員…先着15人
◆参加費…無料
◆ 持ち物…スティックのり、ピ

ンセット（必要な人）
◆ 申込期間…４月４日㈫　午後

１時～４月25日㈫　正午
◆ 申し込み方法…電話または、

専用申し込みフォームから
◆ 申し込み・問い合わせ先…教

育委員会（☎34-2226）

折り紙で春のリース作り●募

◀
申
し
込
み
は

　
コ
コ
か
ら

　家畜を飼養している人は、毎
年、飼養状況の報告が法律で義
務付けられています。２月１日
時点の飼養状況を報告してくだ
さい。下記の家畜は、愛玩用で
も報告が必要です。
◆報告期限と家畜の種類
　➊�４月15日㈯…牛、水牛、鹿、

馬、綿羊、ヤギ、豚、イノ
シシ

　➋�６月15日㈭…鶏、アヒル、
ウズラ、キジ、ダチョウ、
ホロホロ鳥、七面鳥

◆ 報告方法…家畜保健衛生所な
どから配布されている定期報
告書様式に２月１日時点の飼
養状況を記載して提出

◆ 報告・問い合わせ先…県中央
　家畜保健衛生所（☎019-688
　-4111、FAX019-688-4012）

家畜飼養状況の報告を●知

　県不動産鑑定士協会では、不
動産鑑定士による無料電話相談
会を開催します。予約は不要で
す。
◆日時…４月７日㈮
　　　　午前10時～午後４時
◆ 内容…▶不動産売買▶賃貸借

▶相続▶交換▶担保▶訴訟▶
行政法規―などに関する相談

◆ 電話相談・問い合わせ先…県
不動産鑑定士協会

　（☎019-604-3070）

不動産に関する無料相談会●知

▲申し込みは
　ココから

星空観察会の参加者とボランティアスタッフを募集●募
◆日時

開催日 時間 開催日 時間
5月 1日㈪ 20:30～21:10 9月21日㈭ 19:00～19:40
6月22日㈭ 20:30～21:10 10月21日㈯ 18:30～19:10
7月28日㈮ 20:30～21:10 11月17日㈮ 18:00～18:40
8月22日㈫ 20:00～20:40 12月15日㈮ 18:00～18:40

　固定資産税の課税の基になっ
ている「固定資産税課税（補充）
台帳」を縦覧します。
　土地の売買や家屋の取り壊し
を行った場合に台帳の内容が訂
正されていないと、誤って課税
されることがあります。忘れず
に確認してください。
◆日時…４月３日㈪～５月１日㈪
　　　　午前９時～午後５時
　　　　※土、日、祝日を除く
◆場所…村役場
◆ 問い合わせ先…税務会計課
　（☎34-2112）

固定資産税課税台帳を縦覧●知

　令和５年１月１日時点で、土
砂災害警戒区域内にある宅地と
砂防指定地内にある山林の固定
資産税の算定の基になる評価額
を減価します。

《土砂災害警戒区域内の宅地》　
　土砂災害警戒区域（レッド
ゾーン）は、土砂災害が発生す
る恐れがある土地を県が法律に
基づいて指定する区域です。
　建築物の構造規制や一定の開
発行為に対する制限などが発生
します。
◆減価率…評価額の40％を減価

《砂防指定地内の山林》
　砂防指定地は、治水上砂防の
ための設備が必要な土地や、一
定の開発行為の禁止・制限をす
る必要がある土地として国が指
定する区域です。
◆減価率…評価額の50％を減価

《共通事項》
◆ その他…手続き不要
◆ 問い合わせ先…税務会計課
　（☎34-2112）

固定資産税評価額を減価●知

　国民年金には、所得が一定以
下の学生の保険料納付を猶予す
る「学生納付特例制度」があり
ます。
　猶予期間は、４月から翌年３
月までの１年間。翌年度も在学
予定の人には、４月初めに申請
書を送付します。学生納付特例
制度の継続を希望する場合は、
再度申請が必要です。
◆ 申請に必要な物
　➊�在学証明書（原本）または、

有効期限や学年の記載され
た学生証

　➋基礎年金番号が分かるもの
◆ その他
　➊�過去２年分までさかのぼっ

て手続きが可能
　➋�学生納付特例期間中の保険

料は、10年さかのぼって
納付可能

　➌�学生納付特例の期間は、障
害年金や遺族年金の受給資
格期間になります

◆ 申請・問い合わせ先…宮古年
金事務所（☎0193-62-1963）、
住民生活課（☎34-2114）

学生の保険料の納付を猶予●知

　４月からの国民年金保険料は、
月額16,520円です。
　保険料は１年または、６カ月
分をまとめて現金で前納すると
割り引きがあり、大変お得です。
　４月上旬に送付する納付案内
書に、前納用の納付書を同封し
ますので、利用してください。
◆ 問い合わせ先…宮古年金事務

所（☎0193-62-1963）

国民年金保険料は16,520円●知知

　暮らしや仕事、お金などの悩
みや困り事を共に考えて支援し
ます。電話での相談も受け付け
ています。
◆日時…４月14日㈮
　　　　午前10時30分～正午
◆場所…アズビィ楽習センター
◆電話相談…月曜日～金曜日
　午前８時30分～午後５時
　※祝日、年末年始を除く
◆その他…相談無料。秘密厳守
◆ 電話相談・問い合わせ先…宮

古圏域くらしサポートセン
ター（☎0193-65-8815）

悩みや困り事の相談会●知

　県保険医協会では、歯や口の
中の健康に関する無料電話相談

「ヨイ歯デーテレホン相談」を
実施します。
◆日時…４月18日㈫
　　　　午前10時～午後７時
　※ 午後７時以降に歯科医師から相談

者に電話で回答
◆相談料…無料
◆  電話相談…県保険医協会ヨイ

歯デーテレホン相談係
　（☎019-651-7341）

４月18日はヨイ歯の日●知

◆ 日時…５月16日㈫　午前10
時30分～午後１時30分

◆ 場所…宮古市総合福祉セン
ター（宮古市小山田2-9-20）

◆申込期限…４月28日㈮
◆ 申し込み・問い合わせ先…保

健センター（☎33-3102）

義肢などの巡回相談を実施●知

　４月１日から岩泉土木セン
ター建築指導課職員の勤務体制
が変わります。
◆勤務日…毎週火曜日、木曜日
　　　　　※祝日、年末年始を除く
◆ その他…来庁するときは事前

に連絡をお願いします
◆  問い合わせ先…岩泉土木セン

ター（☎0194-22-3114）

勤務体制が変わります●知



　正解者の中から抽選で３名様
に、タノくんキーホルダーが当
たります。

◆ 応募方法…はがきに問題の答
え、住所、氏名を書いて、村
役場企画観光課にお送りくだ
さい。当選者の発表に氏名の
掲載を希望しない人は、氏名
と一緒にペンネームやイニ
シャルなどを書いてください。

◆締め切り…４月14日㈮

Ｑ 　たのはた児童館と若桐保育
園の卒園児は合計何人？

　Ａ）　　18人
　Ｂ）　　19人
　Ｃ）　　20人

■前号（３月号）の正解
　Ｑ→Ａ

■先月当選者
　上山 明美さん（田野畑）
　ペンネーム タノばあさん

「田野畑むらづくり基金」への寄付状況
（３月22日現在）

寄付金総額 9306万2226円
1708件（村内142件、県内312件、県外1254件）

取り崩し額 　　2652万 347円　　
基金残額

( 運用益を含む） 6654万1879円
「田野畑むらづくり基金」の申し込み・問い合わせは、村ホームページを
ご覧いただくか、企画観光課（☎34-2111）までご連絡ください。

役 立ちカレンダー　　　　期間：４月１日㈯～５月１日㈪
月　日 行　事 場　所 時　間 問い合わせ先

４月
７日 ㈮

田野畑小学校入学式 田野畑小学校体育館 10:00～10:30 田野畑小学校
（☎34-2050）

田野畑中学校入学式 田野畑中学校体育館 13:00～13:45 田野畑中学校
（☎34-2301）

19日 ㈬ 乳幼児健診 旧保健センター 12:00～15:30

保健センター

28日 ㈮ 健康相談 北山地区総合センター 10:00～11:00

５月
１日 ㈪ 固定資産税１期　軽自動車税　納期限 税務会計課

村役場（代表）☎34-2111 ／税務会計課☎34-2112 ／地域整備課☎34-2113 ／住民生活課☎34-2114
教育委員会☎34-2226 ／ 医科診療所☎33-3101 ／ 歯科診療所☎33-3100 ／ 保健センター☎33-3102
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中野渡 和
かず

也
や

さん

佐藤 香子さん
さとう・かこ　田野畑小６年

夢は獣医師になること
動物たちの命に寄り添いたい �

　私は、スポ少バレー田野畑ＶＢＣ
でキャプテンをしています。ポジ
ションはセッターです。
　チームの目標は県大会ベスト８。
キャプテンとして、大きな声でチー
ムを引っ張り、連係プレーで流れを
引き寄せたいです。
　夢は獣医師になることです。４年
生の時に北里大学獣医学部を舞台に
した「犬部！」という本を読み、興
味を持ちました。動物たちの命に寄
り添い、助けることができる獣医師
になりたいです。

おめでた　　 おくやみ

※ この欄に掲載してほしくない人は、届け出
　のときに戸籍係の窓口に申し出てください
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す
。
重
さ
は
約
１
～

２
㌔
。
食
肉
用
と
し
て
飼
育
さ
れ
て

い
る
黒
毛
和
牛
だ
と
約
３
～
４
㌔
も

あ
る
そ
う
で
す
。

　
放
牧
地
の
草
を
器
用
に
舌
で
巻
き

取
っ
て
食
べ
る
姿
は
と
て

も
癒
さ
れ
る
光
景
で
す
！

　
普
段
、
お
い
し
い
牛
乳

が
飲
め
る
の
は
、
牛
さ
ん

が
舌
を
器
用
に
使
い
、
た

く
さ
ん
の
草
を
食
べ
て
い

る
か
ら
で
す
。
そ
う
考
え

る
と
、
牛
さ
ん
に
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
！

牛
タ
ン
は
超
ロ
ン
グ

舌を出す牛さん
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〔令和５年２月届け出分〕
（敬称略）

●健やかに　～誕生～
　佐々木　翠（すい）くん
　　　　　祐介・瞳　　　西和野

■安らかに　～お悔やみ～
　佐々木　公　哉（65）　明　戸
　坂　本　克　志（54）　田野畑
　畠　山　 積 （86）　巣　合

田野畑中卒業生に聞きました田野畑中卒業生に聞きました
「大人になったら何になりたい？」「大人になったら何になりたい？」

田野畑中の卒業生を代表して、６人の皆さんに夢や目標を書いてもらいました。

熊谷 新
しん

太
た

さ　　
　ん　＝浜岩泉＝ 佐藤 啓

けい
一
いち

郎
ろう

さ　　
　ん　＝田野畑＝佐藤 萌

め
生
い

さ　　
　ん　＝田野畑＝

町平 秋
あ

桜
お

さ　　
　ん　＝菅窪＝ 横田 興

とも
樹
き

さ　　
　ん　＝巣合＝山根 理

り
乃
の

さ　　
　ん　＝羅賀＝



■
発

行
　

田
野

畑
村

　
　

■
編

集
　

企
画

観
光

課
〒

028-8407　
岩

手
県

下
閉

伊
郡

田
野

畑
村

田
野

畑
143-1

TEL 0194-34-2111 　
FAX 0194-34-2632

U
RL  https://w

w
w

.vill.tanohata.iw
ate.jp/

■
印

刷
　

川
口

印
刷

工
業

㈱
令

和
５

年
４

月
１

日
広

報
た

の
は

た
 №

673

広報たのはたを広報たのはたを
スマホにお届けスマホにお届け

公式公式
YouTubeYouTube

広
報
田
野
畑

公式公式
InstagramInstagram

公式公式
FacebookFacebook

▼
東
日
本
大
震
災
か
ら
12
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
あ
の
日
、
消
防
士

と
し
て
現
場
の
最
前
線
で
見
た
光

景
は
一
生
忘
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
震
災
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た

方
々
に
あ
ら
た
め
て
哀
悼
の
意
を

表
し
ま
す
。
▼
３
月
は
別
れ
の
季

節
で
す
。
卒
業
、
卒
園
を
迎
え
た

皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
晴
れ
姿
を
撮
影
す

る
予
定
で
し
た
が
、
目
の
調
子
が

悪
く
撮
影
が
困
難
に
…
。
悔
し
い

思
い
を
抱
え
な
が
ら
、
前
任
の
担

当
者
に
代
打
を
依
頼
し
ま
し
た
。

▼
侍
ジ
ャ
パ
ン
が
世
界
一
に
輝
き
、

日
本
中
が
熱
狂
に
包
ま
れ
た
Ｗ
Ｂ

Ｃ
（
ワ
ー
ル
ド
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク

ラ
シ
ッ
ク
）。
日
本
代
表
に
選
ば

れ
た
も
の
の
、
け
が
で
代
表
を
外

れ
た
シ
カ
ゴ
・
カ
ブ
ス
の
鈴
木
誠せ
い

也や

選
手
は
「
本
当
に
悔
し
い
」
と

無
念
の
辞
退
。
私
の
悔
し
さ
は
鈴

木
選
手
と
全
く
同
じ
で
す
。
こ
の

悔
し
さ
を
バ
ネ
に
、
広
報
担
当
２

年
目
も
全
力
で
駆
け
抜
け
た
い
と

思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
取
材
へ
の
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
企
画
観
光
課　
佐
々
木　
祐
介
）

★仕事は？
　村漁業協同組合で市場や購買業務を行って
います。村の水産業に携わることができてう
れしく思っています。
★休日は何をしていますか？
　草野球チームに所属して、仲間と一緒に汗
を流しています。最近は、薫製にはまってい
ます。燻

くん
製
せい

とお酒を片手に遠くに住んでいる
友人とオンライン飲み会を楽しんでいます。
★理想のタイプは？
　一緒にいて落ち着く人です。　
★今、頑張っていることは？
　組合員の皆さんの力になれるように、日々
業務を頑張っています。
★最後に一言お願いします！
　生まれ育った村のため、水産業発展のため
に一生懸命頑張ります。

街角インタビュー　がんばってます 207

三浦 健
け ん

太
た

郎
ろ う

さん（28）＝西和野＝

272

中村 天
てん

奏
か

ちゃん（１歳３カ月）
知史さん・胡桃さん＝菅窪＝

お母さんからのひとこと

　ご飯やみそ汁好きの和食派。果物は
ミカンとバナナが好きで、とにかく食
べることが大好きです。
　毎日お兄ちゃん２人を追いかけて、
元気いっぱいにいろいろなことに挑戦
しています。どんなときも笑門来福を
忘れずに大きくなってね。


